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研究成果の概要：本研究では、小学生を対象とした授業実践をするにあたり，過年度研究で定義した「AI概念
図」を中学生版から小学生版に変更するとともに，抽出した「性能に関わるポイント」を４つから２つに絞るこ
ととした。これらを，大学研究者・小学校教諭・研究代表者で内容の妥当性を確認した。授業実践では，「AI概
念図」を用いて，AIについての理解を促し，実際に児童が工夫してAIをつくり，パラメータ調整ができるように
した。
授業実践の結果，AIの仕組みに理解やAIを改善することを中心に有用感の高まりが確認された。

研究分野：技術科教育
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
我が国では，政策討議（AI戦略）において，人工知能（AI）の研究開発，社会実装を推進する一方で将来的なAI
人材の不足が危惧されており，それに対応する人材の育成が喫緊の課題である。それに対して，本研究で開発し
た題材および教材を発達段階に応じて義務教育段階から取り入れる工夫を更に見出し，それを取り入れること
で，系統的なAIリテラシーを育むことができると期待できる。

奨励研究

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。

2023～2023



様 式 Ｃ－４１ 
 

 

 

１．研究の目的 
我が国では，政策討議（AI 戦略）において，人工知能（AI）の研究開発，社会実装を推進す
る一方で将来的な AI人材の不足が危惧されている。中学校段階においても，AIの活用につい
て学習指導要領で求められていることから，義務教育段階における AI リテラシーの獲得が今
後，急務になると考えられる。そこで本研究では，過年度研究において，中学生を対象とした
画像認識技術におけるディープラーニングを小学生が扱えるように条件を整理し実践すること
を通して，義務教育段階における AIリテラシーの獲得をより確かなものとし，AIに関する概
念理解の学習及び制作を行う段階的な授業デザインの構築によって，義務教育段階の児童及び
生徒に段階を分けた AIリテラシーを育み，AI人材の素地を養うことを目的とした。 
 
２．研究成果 
小学生を対象とした授業実践をするにあたり，過年度研究で定義した「AI概念図」を中学生版
から小学生版に変更するとともに，抽出した「性能に関わるポイント」を４つから２つに絞る
こととした。これらを，大学研究者・小学校教諭・研究代表者で内容に差異が生じないか，言
葉が複雑でないかを検討し，妥当性を確認した。授業実践では，「AI概念図」を用いて，AIに
ついての理解を促し，実際に児童が工夫して AI をつくり，パラメータ調整ができるようにす
るとともに，得られた結果を他の班と比較できるように可視化した。 
本実践において，質問紙による事前・事後調査を実施したところ，「AI を工夫してより良くす
ることができる」，「AIを上手に使うことができる」において有意な増加が見られた。パラメー
タ変更に伴う結果の違いに気づいたことで，AI の仕組みの理解に基づいて，AI の精度を高め
ることができたと推察される。以上のことから，AIの仕組みに理解や AIを改善することを中
心に有用感の高まりが確認された。 
本研究の成果として，産業技術教育学会全国大会（鹿児島）で口頭発表した。また，中学生に
おける授業実践を令和６年度長崎大学教育学部附属中学校教育研究協議会において，題材「デ
ィープラーニングの未来を語ろう」として授業公開し，実際に AIをつくる生徒の姿を 40名を
超える参加者にご覧いただき，中学校技術・家庭科（技術分野）における授業実践の可能性を
検討した。 
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